
第１４回 人間文化研究情報資源共有化研究会

人間文化研究機構が持つ
データの役割とその未来

２０１９年

２月１５日（金）
13時30分～16時30分(13:00 開場)

会場：大阪大学中之島センター

507講義室

(大阪市北区中之島4-3-53)

主催：大学共同利用機関法人 人間文化研究機構

総合情報発信センター高度連携情報技術委員会

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル2階

お問い合わせ・参加申し込み

人間文化研究機構本部 情報発信センター係
(TEL) 03-6402-9234  (FAX) 03-6402-9240
(Mail) cip-office@nihu.jp
https://www.nihu.jp/ja/publication/source_rd

参加ご希望の方は、氏名、所属、e-mail アドレスを
cip-office＠nihu.jp 宛てに連絡ください。
当日直接会場にお越しいただくことも可能です。

プログラム

13:30 趣旨説明 人間文化研究機構 永村 眞

13:40 nihuINTの「後」とは何か 人間文化研究機構 大内 英範

14:05 関西大学KU-ORCASのデジタルアーカイブ構築とそのデータ利活用に向けて
関西大学アジアオープンリサーチセンター 菊池 信彦

14:30 休憩

14:40 歴史資料の共有化とデータ連携・利活用 東京大学史料編纂所 榎原 雅治

15:05 商用による情報提供と公的な情報提供の関係、未来
株式会社ネットアドバンス 田中 政司

15:30 休憩

15:40 ディスカッション 人文学データの今後と人間文化研究機構が目指す情報基盤
司会：国際日本文化研究センター 関野 樹

16:30  閉会
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